
食の偽装問題と食品表示法、景品表示法 

～消費者からみたメニュー、食品表示の見方と活用～ 
 

昨年は、一流ホテルやレストランでメニュー表示等の不適切な表示が明らかになり、消費者の信

頼を大きく揺るがす事態になりました。食の偽装問題も後を絶たず、岡山県内でも偽装問題が発生

し大きく報道されました。また、優良誤認につながる広告等も目にします。 

メニュー等の表示は景品表示法の運用を強めることで、具体的なＱ＆Ａの策定などガイドライン

が作成され、罰則としての課徴金制度の導入も検討されています。食品の表示については、3つの

法律が統一して食品表示法として作られ、現在統一基準の作成が行われています。 

偽装問題の実際や背景を知り、今後消費者として、メニュー表示や食品表示、チラシ表示につい

て、見る上で大切にすべきことやポイントを学び、賢い消費者をめざしていきます。 

 

 

主催 岡山県消費者団体連絡協議会（県消団連） 

   ＮＰＯ法人消費者ネットおかやま との共催 

 

申込 ＮＰＯ法人消費者ネットおかやま まで 

   電話  ０８６－２３０－１３１６ 

   ＦＡＸ ０８６－２３０－１３１７ 

 

 

 

 

開催日 ２０１４年６月７日（土） 

 

時 間 15時～１6時 45分 

会 場 ピュアリティまきび 

    ２階 孔雀 

 

参加費 無料 
 

１５時  開会 挨拶 

     講演 

     質疑 

16時 45分 終了  

 

講師紹介 

森田満樹さん  ＦＯＯＣＭ.ＮＥＴ 

九州大学農学部卒業後、食品会社研究所、

業界誌、民間調査会社等を経て、現在はフ

リーの消費生活コンサルタント、ライター。

松永和紀さんとフーコムネットを立ち上げ

て活動をされる。 

 

 

 


